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≪ In vitro 神経ネットワーク構築技術 ≫ 
 

 ＜発明概要＞ 
    神経細胞を含む複数のスフェロイドを多数のウェルを有するチャンバーで 1～2 週間培養することで、それぞれのスフェ

ロイドから軸索が伸長して効率的に神経ネットワークを構築することを可能にする。In vitro で構築された神経ネットワ

ークは、容易に個体の脳神経組織に転写することができ、個体で神経機能を発揮するため、創薬ツールとしての神経

疾患モデル動物の作製や、神経再生療法への応用が期待できる。 

                                       

■特徴 

◆In vitro で構築された神経ネットワーク中の各スフェロイド間は、  

10 本以上の神経突起による連結を有するため、物理的な刺激 

や荷重にも耐え得る安定性を有する。 

◆得られた神経ネットワークは、チップの先端やスパーテルなど 

 を用いてチャンバーから容易に剥がすことができる。 

◆必要に応じて折りたたむこともできるため、3 次元的なネット 

ワークを構築することも可能である。 

  ■実施例 

◆ラット大脳皮質組織表面に神経ネットワークを転写したところ、 

ネットワーク中の神経細胞から順行性輸送物質（PHA-L）がシナ 

プスを介してラットの大脳組織中の神経細胞に移行することを確 

認した。 

⇒大脳組織表面に転写された神経スフェロイドネットワーク内

部の神経細胞は、大脳組織の神経細胞とシナプス結合して

いる。 

◆２つの神経ネットワークを上下に密着させることで、多層神経ネットワークも構築することができ、このネットワークも

大脳皮質組織表面に容易に移植することができた。 

  ■応用の可能性 

◆創薬ツール 

例）神経疾患患者由来の iPS 細胞から誘導した神経細胞より神経ネットワークを構築し、これを動物に転写するこ

とにより、神経疾患モデル動物を作製することができる。 

◆神経再生医療 

例）脳梗塞、脳出血、脳挫傷、アルツハイマー病、パーキンソン病などの神経再生療法に応用することができる。 
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